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8. 課外活動と課外学習 

 

本校では、正課の授業に加えて、学生の課外の活動をおおいに奨励しています。 

 

8.1 学生会 

学生会は、本校の学生全員が所属している学生団体で、学級委員会など３つの専門委員会と４つのクラブが活動して

います。 

 

（1） 学生会専門委員会 

① 学 級 委 員 会 ： 各学級２名。学生会の運営に協力します。 

② 文化・体育委員会 ： 各学級 2 名。文化的行事・体育的行事の運営に協力します。 

③ ク ラ ブ 活 動 委 員 会： 各クラブ 1 名。クラブの健全な活動向上に協力します。 

 

（2） クラブ活動 

 本校では、クラブを自主的な集団活動により心身ともに健全な学生を育成する極めて重要な教育活動と位置づけ、学年

の枠を超えて活動しております。 

 白山麓キャンパスでは、白山登山や山菜採りなどキャンパス周辺の雄大な自然を活動の舞台とする「Nature＆

Adventure」、WRO ロボットコンテストや廃炉創造ロボコンなどの大会出場を目ざす「Design＆Fabrication」、キャンパス

周辺の白山市東二口地区に根付く伝統芸能文弥人形浄瑠璃を学んだり、T シャツ染めを体験する「Language＆

Culture」が活動しています。 

 金沢キャンパスでは外部より講師をお招きした、華道クラブが活動しています。 

 

8.2 学科・研究室・教育支援センターによる課外の学習プログラム 

学科、研究室で実施している授業外の学習プログラムで、現在４つのプログラムに学生が積極的に参加しています。 

① 全国高等専門学校ロボットコンテスト 

③ 全国高等専門学校デザインコンペティション 

② 全国高等専門学校プログラミングコンテスト 

④ 全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト

 

8.3 夢考房プロジェクト 

夢考房プロジェクトは、グループ活動を前提として、学生メンバーが立案・調査・設計・製作・分析・評価という一連のモノづくりのプロセス

を体験すると共に、スケジュール管理、予算管理などを自主的に行なう学生プロジェクトです。

① NHK 高専ロボコン 

② ソーラーカー 

③ エコラン 

④ 人力飛行機 

⑤ ロボット 

⑥ 義手研究開発 

⑦ 建築デザイン 

⑧ メカニカルサポート 

⑨ フォーミュラカー 

⑩ 小型無人飛行機 

⑪ 組込みソフトウェア 

⑫ 人工衛星開発 

⑬ RoboCup＠Home 

  

  詳細は、https://www.kanazawa-it.ac.jp/yumekobo/project/index.html で紹介しています。 
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8.4 地域連携への取り組み  

本校では、地域社会への貢献を教育の一環としてとらえ、積極的に取り組んでいます。 

 

（1） 特色ある事業について 

 ①地域活性化を目指したアサギマダラオリジナル商品の販売 

  本校の学生は「エンジニアリングデザイン II」の授業の一環で、３年前より、白山麓キャンパス校舎前の休耕田を活用した

地域創生に取り組んでいます。活動は「アグリビジネス班」と「アグリテック班」に分かれて通年で行われます。「アグリビジネス班」

はサツマイモの紅はるかの栽培と販売を通じて農業法人経営の模擬体験をすることでビジネスを実践的に学び、「アグリテック

班」は AI を活用した獣害対策システムの開発と運用に取り組んでいます。昨年度、「アグリビジネス班」は、これまでの紅はる

か事業に加えて新規に「アサギマダラ事業」を立ち上げ、アサギマダラの"集客力"を活かした新規ビジネスの開拓に挑戦しまし

た。アサギマダラをモチーフにした箸置きやキーホルダー、コースターなどを学生自身がデザインし、白山麓キャンパス校舎内の

Maker Studio にあるレーザーカッターを使って商品化、2022 年 9 月 23 日（金・祝）に「アサギマダラ空の駅・白山」で行

われるマーキング調査イベントの会場に露店を出し、販売を行いました。 

  詳細は、https://www.ict-kanazawa.ac.jp/2022/09/14/20294/で紹介しています。 

 

  ②「のと鉄道デジタルスタンプラリー」と乗降客カウントシステム 

  2022 年７月 25 日（月）から 8 月 5 日（金）にかけて、本校の５年生 3 名がのと鉄道に「のと鉄道デジタルスタンプ

ラリー」を展開しました。のと鉄道は石川県の七尾駅から穴水駅の間を走るローカル線で、近年は利用者減少の課題を抱え

ています。この課題解決に臨んだ学生たちは観光客や鉄道ファンにのと鉄道の「親しみやすさ」をアピールすべく、「のと鉄道デ

ジタルスタンプラリー」を企画しました。各駅に設置した QR コードをスマートフォン等で読み込むとスタンプが押され、全 8 駅す

べて揃えた先着 30 名に鉄印キーホルダーをプレゼントしました。また、このキャンペーンの PR として東京、千葉、神奈川を対

象に 5 万件の表示を目指して Google 広告を実施するとともに、のと鉄道デジタルスタンプラリーを紹介する専用ウェブサイト

を制作しました。当サイトをデザインし、将来は経営コンサルタントの職に就きたいと語った参加学生は「観光用のキャンペーン

でどれほど能登を訪れる人が増えるのか知りたいんです」と意気込みを話していました。 

  このプロジェクトは公益社団法人大学コンソーシアム石川の 2022 年度地域課題研究ゼミナール支援事業に採択されました。 

  詳細は、https://www.ict-kanazawa.ac.jp/2022/07/22/19604/で紹介しています。 

 

（2） 大学コンソーシアム石川 

本校では、石川県と県内の大学や短大、高専などの高等教育機関が参加する公益社団法人大学コンソーシアム石川

に加盟しており、大学間の連携を深め、地域社会や産業との結び付きを強化しています。同法人の加盟している教育機関

は以下の 21 校です。 

 

 

 

 

 

 

金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学、石川県立看護大学、石川県立大学、金沢美術工芸大学、 

公立小松大学、金沢工業大学、金沢星稜大学、金沢医科大学、北陸大学、金沢学院大学、金城大学、 

かなざわ食マネジメント専門職大学、北陸学院大学、放送大学石川学習センター、金沢学院短期大学、 

北陸学院大学短期大学部、金城大学短期大学部、金沢星稜大学女子短期大学部、石川工業高等専門学校、 

国際高等専門学校 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/2022/09/14/20294/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/2022/07/22/19604/

